
Fig. 1 (a) Experimental XRD trace of  
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and (b) ASTM card pattern of NaCl 

 

Fig. 2 PL spectrum of (Ce
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, Tb
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2+

)-codoped 

NaCl phosphor 
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はじめに 

蛍光体の用途は、蛍光灯、白色 LED、PDP、LCDなど、多様である。希土類金属であるセリウ

ム(Ce)とテルビウム(Tb)の組み合わせは、蛍光体の共賦活元素として、効率の良い共鳴エネルギー

移動を生み出し緑色発光を呈する。1) 今回、Ceと Tbに加え、赤色発光を呈するマンガン(Mn
2+

)

を賦活させ、赤、緑、青の三原色による白色蛍光体の作製を目指した。具体的には、母体結晶に

アルカリハライドの塩化ナトリウム(NaCl)を使い、Ce
3+、Tb

3+、Mn
2+を賦活剤とした NaCl:Ce

3+
, Tb

3+
, 

Mn
2+蛍光体を作製した。この蛍光体は、紫外線励起により白色発光する。 

作製・評価 

イオン交換水に NaCl と CeCl3、TbCl3、MnCl2を溶解させる。その水溶液をホットプレートで

100 で蒸発させ、残留物を取り出す。そして粉砕、洗浄を行い、蛍光体粉末を作製した。この蛍

光体の諸特性は、粉末 X線回折(XRD)測定、フォトルミネッセンス(PL)測定等で評価した。 

結果 

Fig. 1(a) にNaCl:CeCl3:TbCl3:MnCl2=1:0.1:0.01:0.03のモル比で作製した蛍光体のXRD測定結果を

示す。Fig. 1(b)は ASTMカードによる NaClの回折強度である。Fig. 1より、作製した蛍光体の母

体結晶は NaClと同定される。Fig. 2は、上記蛍光体の PL測定結果を示す。この蛍光体の発光ス

ペクトルは、385 nm付近に Ce
3+イオンの発光ピークを呈し、また約 490 nm, 543 nm, 584 nm, 622 nm

にTb
3+イオン特有の発光ピーク、さらに約 610 nmにMn

2+イオンによる発光ピークを呈している。

この 3つの発光帯により白色に発光する。当日は、PL励起スペクトルや発光寿命等を報告する。 
 

1) 長岡佳宏、安達定雄、2013年秋の応用物理学会学術講演会予稿集, 17p-D7-18. 
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